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団体交渉で昨年に続き成果 
非正規職員の正規職員登用試験実施と有給休暇扱い拡大 

 

 公務公共一般労組は非正規職員による宮崎大学支部をつくり、宮大教組と共同し

て、５年間勤めた非正規職員を雇い止めせず、労働契約法に基づく無期転換（期限の

定めのない労働契約に転換）を行うことを中心に要求し、２年半前から団体交渉を継

続しています。 

 第６回団体交渉は１１月１１日に行い、次の２点を確認しました。これらの確認は

「小さな成果」ではありますが、昨年に続いて要求を実現したものであり、基本要求

の「希望者全員無期転換の要求実現へ展望を切り開いた」と評価できます。 

① 非正規職員の正規職員への登用試験については、事務職員（常勤職員）若干名

を２０２２年４月１日雇用として実施する。なお、非正規職員の正規職員への登

用試験は、正規職員の充足の状況を確認しながら、今後も実施する。 

② 非常勤職員（パート職員）の健康診断時等の有給休暇扱いについては、常勤職

員と非合理な格差のないようにすることとし、所定の手続きを踏んで実施する。 

 

パート職員の声を聞いて要求し、わずか３ヵ月で要求実現 
 

 非常勤職員（パート職員）全員が対象となる「健康診断時等の有給休暇扱い」の実

現は、パート職員の声からはじまりました。組合は「公務公共一般労組ホームページ」

への意見提出をお願いしました。パート職員の一人は「同じ非正規職員でもフルタイ

ム有期職員と差がありすぎる。賃金に差があるし、パート職員は健康診断時に年次有

給休暇申請が必要」と不満をつぶやきました。 

 組合はもちろんフルタイム有期職員を含めて雇用と賃金・労働条件の改善をめざす

立場ですが、パート職員の「差」は可能な限りなくす要求項目も必要ではないかと思

いました。そこで、次の「宮崎大学支部ニュース５号」に「パート職員、有期職員（フ

ルタイム）及び正規職員との労働条件の差を、政府の『同一労働同一賃金』政策に基

づき可能な限りなくすこと。特に、パート職員の健康診断の時間を職専免扱いにし、

時給の引き上げも検討すること」を要求書に入れることを提案

し、２０２１年８月５日付要求書で要求しました。約３ヵ月後の

１１月１１日に行われ、公務公共一般労組４人と宮大教組執行委

員長が参加した団体交渉において大学側が上記の「常勤職員と非

合理な格差の無いようにする」と回答し、要求が実現されること

になりました。 

 これは労働組合が要求し、大学側が良識を発揮したことにより

実現したものですが、その発端はパート職員が「この差はおかし

い」と声を上げたことです。今後も職場の声を寄せてください。

要求を実現し、宮崎大学をより良い職場にしていきましょう。 



 

 

 

引き続く交渉で希望者全員の無期転換をめざします 
 

 １１月団体交渉では上記のほか、「非正規職員の無期転換問題及び３年上限の期限

延長問題については、引き続き協議する」ことを合意しました。団体交渉の確認書は、

上記３項目について、大学側、公務公共一般労組、宮大教組の３者が１１月１１日付

で調印しました。 

 今後の交渉は、一から始める訳ではなく、これまで約２年半の団体交渉の積み上げ

による到達点から出発します。その到達点は、宮崎労働局への要請行動や４回にわた

る長文の文書主張を行うなかで、大学側が何らか動かざるを得ない状況になっている

と思います。 

 しかし、１１月団体交渉の中で大学側は「無期転換も３年上限問題も検討中」と繰

り返し、具体的な前進はありませんでした。昨年農学部の特殊資格が必要な技術職員

の無期転換要求に対して「とりあえず３年の期限を５年に延長する」ことになりまし

たが、その後の扱いについても「検討中」と回答するのみでした。組合は「検討中」

という中身を具体的に詳しく聞く場を設定するなど、次の展開を検討しています。 

 

メールによる意見提出のご協力を！ 
 

 無期転換をはじめとした要求について、多くの皆様の声を寄せていただくようお願

いします。新設した「宮崎公務公共一般労組ホームページ」でそれらの意見・要望を

交流したいと考えています。 

 大学側と団体交渉を行う上で、一番力になることは多くの皆様が組合員になってい

ただくことです。組合に加入しても、表面に出ることはありません。１人でも多く組

合員になっていただけることが、要求解決の力になります。組合費は１人１ヵ月６０

０円ですが、どこよりも安い自治労連共済（生命、病気、火災、自動車）も利用でき

ます。 

 意見・要求及び組合加入申込書の送り先はＦＡＸ、郵送またはメールでお願いしま

す。ホームページも覗いてください。 

 

 

組合加入申込書 
 

 ２０２２年  月  日  宮崎公務公共一般労働組合 様 
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